


．
．
 

ダ
ー
i.. 

i
 

、
~

;

.

、

.....

.
 

‘
•
9
9
卜

，
，
＇
！
．

'• -!, 

.
L
_
 .

.
 

ー
J

.
 

．．
．

．

．

．

．` 

~· 

『

節

・

羊

、4●

:

・̀

9
、
.
)
・
、

.

r.

...

..

.

.

5
.
4
 ．．
 

ご

．
．
 
ヽ

i

.

、5．へ．．

．．

，

i、

・↑

．．

．

．

．

J

.
、
.
..
..

9姦・

'

‘

i

.

.

."

ヤ

.9¥

.̀

.

.

.

、

．

．

節

，

．

．
．／
．
口
｀
三

．
．．パ・ロ

□只
．．

，
．．
．
ー
立

□．

一

ー

4

l

l

1

九

節

ー

、
点

J

袷・ご
.し

J

ら

「

新

定

謡

ぶ

叫

創

．

創

ー

j

|
|
L
|
|ぃ
.
h
|
l
!i
li

.‘,'

|
|

i

`

J

..

..
 
≪
 ..
 
,.
,
 
...
 
1

・・ヽ
●9,;‘,.‘,i
.,.
.
 
,
”

.

.‘]

., .. 4
＼
ず

t

|

べ

‘r.. 
j
.I.
r
芥
．9
．
9

行

恥

長

．

！

視
l
・1い
9
．に
比

正

し

{
9

]

.

.

い立
．
ぃ
．
口
詞
i
.

` 9 : 

第

... 

八 ．

r
9

3

 

ク`‘`
ん
し

5

5
9
 

r氏

＂ I ¥ 
~•ロ ー~△夕

硲

f
 ..
 

;
 

r.1^

なメ

・ヽ
八
と

第

、'‘

十・
1

ハ

＋・四

r .、1ノ.... 

4
、
g
i

六 ●

節
‘

五‘• 四•・ •三 ．

節
一
節
．．
 

、・

．、
．．
 

節
．． 

·~ 
．
 
・
節

• : • • ● ● • 、:

十 もも．．
 

/.; 

．．
 

.̀
 
.
.
 
..
 

ヽ

鼻

..

.5

．
．．． 

9

.

 
．
ヽ
ー
・

.-. 
1
・

六 • 四

／ 

・._..,....,..白 ．． --・・・・―-一
9, . -.’ し 9• , ' . . 9 ‘ 、..·. ‘ •'·•.-、' · •~ ・:. 
.-'- ． ． 
... ・, ,. . 

＼

窃

{9‘

、
J
f・

「町
K
I
.

、エ
剛
□□

目

丁

ー

¢
I
|
I
|
|1．． ヘ

,
j
 ..
 

[
 

家
禽
家
畜
及
び

一

世の天家

鳩

丸
雀家

鵜

．

．．

．L

謁

心
焙

節 ・

符．f
^J  

章

二
の
普
涎
な
る
拗
磨
'-

日

次

＾ 
—、,...

’'へ4•ノ返z

．

．

 

.. 

.

..... ,
 
.. i
,
 
..
..
.
 

9
:
・
・

、...
 

.
 
... 9
,
,、...
 
,'̀

 
.....
 
‘̀ 

... 9
 
.... 
、

.

．． 
．． 

・¥ 

↓ ^ 

、..l. 

...'-Liー·999999 9● ,999·――•

• i..: 

冨

盆

《ヽ
べ

ご

‘J

11

i

`

r
」

J
.
 

.
 ,・・,h0
.

,
・・
‘

.

,

'

I

I

I

―

・

9

皐

↑

‘
,

'

’

'

、'r
9
9
,
'
9・

・

. ・-. 

i ] 
,, ..' . I 

・一

．．し・..、̂;.

... 

．．．．． ． ． 
•. .. ・ ̀ ・ ̀ ‘-. 9 • • 

• ‘ · • 
:・... •.• .. . · ・ •
・.¥'. . ;_.. •. . •.· 
.. ・. .・- -

.• :-・:・ ‘̀ 



rー
，
．
1
,＇・9
...

..
 

｀

ヽ
'
·

f.
J
~
,
7

..

.
 ,̀.‘
 
.
.
.
 ,.,.
/̀ 

お

｝

si.

.
 
ぃ
.9
.
¢
‘.
.
.
...
 
.
 

ヽ

・ダ．． ．．^’ 
. ,·•11',,．と ・,.

． 
i 

!、91月1"烹＇l叫が疇ニ

第

七

第 第 勺
虻9 第 第

一 唸

:I 第囀`見^
rヽ 五 四

|
:
~
1

ー
ー
・
員

Hに
国

r
l
l
]

ー
、
ー

K釈噸

節 節 節 節 節 節 節

空

氣

呼

吸
人

骸

の

消

化

第

二

節

＇

’
-■
―――
-LKBH.
r
、
i
mし
T
1
1

．
~

し

．．．． 
，
 ．．
．
 
，
 ．．．
 
，
 ．．
 
，
9
9
,
.I
t
,
1
i
3
．
て`

ヽ
n．ヽ
oacー
，
．1
、卜
9
‘.t

..
 
、9.、
.,
.. 
‘‘
 呼

吸

器

鼻氣
管
ャ屈呼
吸

を

腐

し

得

る

血

液

の

循

環

循

環

器

第

函9,7’ ン．J

了―‘
』．

章

第

四

節

第 第 やシ．フ

ム

第

十

第第第

四

缶
ゃ

•9-

三

章

． 

． ・

弄
L

ゴ
J

価 節 節 節 節

△

第

十

節 節

人
閥骨
格

成

分

理

由

§
H
i
,
・
ー
,
ー
II

h

I

l

i
9
,t

"li‘
i

久

"

3

8

-

榮

養

＼

ー

五
十
九

五
十
入

五
十
・
六

五
十
四

五
十
二

＼
）
 

五
十
n-

玉
十
一

茨
十
四
十
四

四
十
四

四
十
一
―

四
ナ
四
4
,

rkk4,>.・ 

猫犬園
猿

哺
乳

類
‘晶
類

の
特
性

家
畜
の
人
聞
爬
及
ぼ
す
効
力

諸
逍
具
類

天

秤

二

]
ー
ド
」

楔井

享

器

絨

筋
て↓
"―
―
―-41

-―

1.
――-.t

‘
 
...
 
9
9
 .... 
,̀.

~~
•

~ 

.

.
 

9

‘•

•
9
1
1
,

'

~

「
.

.
 
.. ,i
 .. I
l

↓
`
'
;
.
1

.
“
i
t

t
・
i

f

ヽ
・
｀
’
5
•
9
”8
9
r
.
`
l
'
ー
，

＇
‘
i
t
i

l

i
i
‘
,
`

·



9
9
,
`
T
..
9
.

、
9

f

ー

'
9
.,
.

、

9.A~9..

,t 

... 
9
9
9
 
.
.
.
 ,
 

さ
，

5
．を
＇
叶
十
3
,
卜

A.ぃ.
1
3
`
9
:
!,9
9>

徊印Eimi—IIIJI!’9II—··!I•Il11l立-●IIIli

癖［らり銑の
窟：：利幅牡

m長な廣難

科lきるく はヽ
頸填距脚牝

のをぱ難

誓l-E有長よ
：i応すくり
—:0 こ！垂又しも

下項て其

すこ且形
.o 

其頬つ大

吼 こ`強応

毛に固し

ぱ赤なて

憩色りカ
゜ての趾彊

笑璧の し

麗：冠外其

な ちに 胸
....—.-ズ臼＇がデ・ダ念ざ•ペ ・こ

•9.). , . . 
ヽ^一..-.. 

し
唸災

ら：

， 
t 

• ••• ＾ヽ・一 ‘―’：ヽ ~ヽ ，． ；ヽ．

..“}-

., ..... 9 

屈⇔念,,s:,...:如ー一鳳みー一⇔命四唸西田痴—?- •ー·叫し●●＾•心
如

第

節

難

ー＂ ‘'呪玉I”"ら＂＇i...， m.-一、

]I 
一介

~・

家
禽
家
畜
及
び
一

普
通
な
る
動
物

二
の

‘
 
.. 
‘
,
.
6
:
'
r
 .

.
 
9
`
 
... ~t

,
.
x
5
;
'

t

»
4

x
·
し

●
ぷ
・

・
ヽ
・
J
.
コ
3
9
4
;

'
,
9
,
¢
9

t
b

1
「
＾` 

重
―
―

―――――-’
―
竺
―
一
」
J
L

第

入

節

＆
．`
； 

＂
4
，名．、

9

9

,

 

血

管
排

泄

器

腎

臓

及

び

皮

膚

-
l
M
-
―
璽
軍
=
-
•
―
―
―
-
=
』
-
―

l
-
l
―
-
―
-
—
＿
置
重
日
―

六
十

u
 

六

十

・

I 
I 
に＿—、-＝＝ずデ←つ／｀‘～’―· 9 ，九‘た一 ｀、 つフーヽ

六
十
三



•
~ ，．
 

こ／・←一――J,.:．っ！／ 、し 9 ダ・

:]賃I令＼にlI罵／、べ、詈＼` ；疇 I- ¥9 i 1i 
こii＼証＼卜；息，1i,¥{,.b,,:,<,,,) 言 ‘` 吟苓 ：：；`・ー ベ9叫ぶ：謬曼％沼l怠
，！ 母i）.！ヽ｀バふ →ミ̂9- 、,mr, 必̀ ！吋II
: 1:.. 、ヽ‘汎！9！』.i/:!V9．ー、

:.. l三二:--••一·----• ---—-. -----. ---~-------:.-l l :.: : l -.,. • リトが二

l霊唸之ものてて及 r-i悶I
＼累［のを羨謡十之も：‘ttiをl、
昆亭甑ーを吼をて応虹I
ー94ヘ ネ6.--り々件 ）り骸． 芯，＄嘉J日 ~ :, 

k ; 
..、 b

Cl等ら決限ふ至歳厚のずi: ` lの＇麦しをこ十完＜／出るIfl食某 て 配こ六時注づこ，1
＇［ 令1餌聞失りあ忍i tこ意る

二 こ二
ーミi •. • •. . .. 

1 i・．．．
i ; 

1 

•?

‘

•9F

y
, 

必
．
，

9
’•
‘

,
.
,

{“
~..
9
.. 

.
.
 ~
..~

7
、
^

9▲
'

r

·9
,

~~

、

」
,

~

.

‘
f芦
：
，
．
＇
さ

、
~

"
.
.
 
,
 
..
.
 
1, 

り
·
‘
●
,
‘
.
·

←

’
·

―
'
·
つ
O
・

う
・

?

”
‘
へ、，
グ
ゞ

·
：
ー
、

-
•・
iヽ

，.

•
·
‘

ぃ

， 

---: 慢雛謙るれ］呵
応の凛尾を固

し来［こもい
てるつは嘉t1平年｛

．． ＇嘗ふ

他時),.亙翠中I，，
・潔吋

疇マ深 毛嘴応は長 記点

くのこ譲白則』美のl

雛色をろち[,.,だ周I• 
ら’ーヘーを翠以こにてり固I

゜ー愛ーてこ聾人朝応

ず応挑ををの早あ

ろt／み奸放睡くる

のーこ l詞庄つを起毛l
I-性形ふさを覺きこI~

あ亦こる常庄て鑢ーニ

り牡 、こがこす。高の1.

其゚ 難あ故す又虞如l
O・ 

呵のり応其他にく1生 殴
ノ“ o、 --―I ,、
を加 属性の 上 ］
孵＜ 銃傲牡り、〖11
’’—?-~-、----、 ．． ．：—-一~~"~ - \



‘‘.J9
,

、:、
9

9

:

,

'

,
'

、9
,

f
 

ヽ
J
y
,
 
．＂ 

，

．

 

・

・

 

.

.

 

t・

3

.
,

9

.

.

.
 
,
 
.
.

.
 
9
 

9
.

9
,
>
,'
ヽ
ヘ
•
9
,,
9
，

ヽ，
＇
9，
9
,
9
9,
9,

.

.

.
 

‘
 

9
.

,‘
,
9
，
ヽ

2
·
~

...---99↓_hl匹1「i99-,l999心

j：家：心r1
等鳩のはを

応は低少上1
贄其腺t下

:』:ご:済~I
時tす。［きi

はて て嘴ヽ．、

至已 其を

つの 尖以し

朋 一端てヽ

崖 の熱
又 み心

は強

保固
設な

者り。

つを 一
之愛
町I9●919'麟！」'....雙’●-

爬

食

餌
をi
拾

1・ 

種 令
- 99,i9-U9-叩

円疋心I!9▲ 9.:11 9 9ir"'”un和＋•，l 9i..`119F•四町-]炉己il三9"1'町虞

員ち錐もれを、、
淀iこの常或信崖

戸＼荘身には{‘‘
！牙］ ＜応其其或
i屯

｀栂逼身友は
渕びるのこ保

ぃこ用共設
ーるこ心応者
旦なあを餌の! Iりれ怠を屑
そ其iえる、拾悶

：尾長こも＼飛て
! lのくこてぴ親
冒長弧な相来密

日 ぎきく、潤り応

t［は翼若してし

~1; 喜・［ 畠： ； 
h飛、こ 且 れ 応
区、沢 証 低さ戯
fう心 ln叩呵…9[1ulrJ’直知1”"IIJI麟9阿阿卿91Imm叫

［羨

・ ‘.  ;、,・. : 

• !:I 

I了::r---7:P^やば、て く‘‘'拾普：
‘浮―

て有睾 毛刑雛芯び定．！、

光ぇ凋 をじこにこ｀｀
澤喝は弟逆て給こむl翼
ち毛頭二 、立箕すあるl鴨＇
り。は園節て子着れ．置諷
其其＜ 惹をしばをし、
脚位齊実穿紺舟短脅ll

→訊I多一割鳩の訊猶きへ」コ
・ くな合 賛少の嘴若I t,9芍

＇ はら記 を［復りをt
， 赤さ大 放芯き玖 襄

色れき ち恐 敵 てた
f ・ ． をさく てれ の網る戸： 帯もt 之逃炭か食l; 

ヽ

、 び総てt を．る乙に物1-
． ヽ ‘

歩て 美 防 玉 と校の
み 美［ 禦色こ砕大l
な 麗 き す な ぁ し尻

ヽ

lかに 厭 ＜゚、 れ以退
-, 9 • 9 , • : •9 • 9 • 

‘‘‘・、9:̀ 、ぶ，9．'‘',.9 99. , 9 . ,、 “,-.、 ,• • . ; , . . “• `..  
: • 9 9 ^ ‘, 9 9 :‘‘', ,‘●‘’ 

・，ヽ 、 ・・， ヽ，

炉亥：‘'、今啄ダ攣謬右寄霊霊覧望恥裟凌認這
包凡
、必謬か、',



:・. ・, 
9

、.. 
‘、9
.
.
.
.
 
'

,

A

9

,

 

．．．六沿、．ぇ
娑
襄
唸
．
万
．豆
長
・お
．．
 
的
・
菱
’)...

4...
 

5
.
 

ぃ

ビ

心

狐

科

ー

・

1

.、

）

ー

爬

便

た

ら

p

し

賢

．

螂`．
．．

．

 

¥
¥
、
』

[

.

`

 

l

喜`

r

一

ー

＼

疇

葦

、`
｛

A

．

]
へ
｝
を
｀
・
翌
こ
咲
·
t

.L
`
•

]
農
・
ヽ
．
．
，
．
竺
虹
尉
．
迄

1.

,
〖
『
`
、
声
[
.

]
、
•
よ

9. 

9

一

攣

麿

・

]

／

蓼

こ
言

｛

～

・
へ＂

虐

i

[／
ー
！
ー
！
ー
（
｀

［
 

9

.’
$
 .... "
9
,
.
,
"
,
9

、'
,
.
;

.9

り

。

家

鳩

は

、

此

く

愛

す

べ

き

烏

な

れ

も

も

、

他

を

妬

む

心

極

め

て

深

く

、

殊

に

食

物

を

争

ふ

時

に

は

、

己

よ

り

弱

き

れ

も

の

こ

見

る

時

は

、

之

を

追

び

掃

訊

其

食

物

を

ば

吼

に

て

掩

び

隠

し

、

己

獨

爬

て

之

を

占

め

ん

と

7
す
る
な
り
。
此

く

の

如

き

際

に

は

、

未

だ

全

く

成

長

せ

さ

る

幼

兒

を

も

へ

或

は

見

捨

て

A
‘

顆

み

さ

る

こ

A
、.)

な

き

応

し

も

あ

ら

完

第

三

箔

雀

ヘ

ル

雀

の

吼

毛

は

、

薄

喜

茶

褐

色

に

し

て

、

虞

応

は

黄

日

の

t

糠

線

あ

り

。

背

記

は

黒

色

3
j

赤

禍

色

こ

の

斑

貼

を

有

す

。

‘

4
崎

躙
'
1

判
『
阿

r因
□
日
l,'

ロ

ロ

ー

□四
：

l；‘」

'
E
.,.(

'
臼
ぞ
＇
、
止
比

ー

、

9.. 1
‘
lー・ク・
，．
に
．

鳩 家

I:、;i:i:i:午び腐時る捨も得

蒋行めこ＞てもる
びく逍し等又決のI賢こくてのは［飛
りこ敷食こ已て朔

贔ぁ里餌こが其力

Iるりのをな住伺を
にと外求じ所主有
二—―mmmnmヵ丘ば珂年白ゥー，可田叩内門 "ロ叩で心—------

家

鳩

は

、

人

間

の

手

よ

り



□

:
』 ]

]

]

]

]

]

／
 
,
1
 ... 

、.
.. ,
 
.. 

'

!

 

A

る

粗

雑

の

巣

中

に

養

成

せ

ら

れ

た

る

鳥

な

：ヘパベ徽ろに随 tれれ
ば［網運注分雀むばり
・ I.  o 、。
翻l常雀の勁意速はじこ生か
科！応はもをしな機足長

｀ズのなてり。敏らt

｀め能にす怠其狡でて
信1・注くてをら性猾 軽

;1 l意Jヽ没見さ頗な 曖

ニI~ 間其てるるる な

贋の鋭もは貪烏 る
ヽ

る謡き知彼欲に 雀

れを眼るが応t こ

1ば覺をべ頭tて な

五1窓り避［のて飛、 る

ーしのてく故絡常び こ

,ti下憎るにね反濶 こ

• I Uこ庄能如中己る 固
酋！・

ご泉るは何不かこ ょ

ti陪こさ→：／な安周こ り
！ ［て思ろ ＼る な園心 恢

―-1-----広



r 
， 

’̀  

H-日田匹…順llqu------印l-虹--旧l1---Jl!!I疇Jll馴lU,

醐り をて郎飛く、害

叫ぱ：家 忘其りぴ能［
狸寧噸 る繁散来は果

｛科ろは第 べ殖るり、で質
書
＇ 水其四かをこ朝秋を

＼1.1:骰節 ら防こょ応啄

餐のの でく、、なり至む

こ生構家 もし夕りと

：：：1活述 鴨 のさ爬てこ
応を だれ至穀の

適見 ． れさる物如

，じする ば雀庄熟き、

：シ¥Iる累 否は ...Cす遂
も陸 人庄之れ爬

- 1の上 はたをば全

ぃ爬 其害啄群＜

口lり゚ 住に 開臨ふをは，i
茫l1tす 接を決成之

仕言る の琢tしを
|、よ 功ーんてて防

<;:
泣・.'1

i 

、;..

k匁そ＇ ＾ヽ スヽ‘,;.J., • ✓• 9・ヽ’・• ‘. . , .,.←: ・ •. .、9 f， r....: •• :..、. • ̀ •. .. •. • r .• .. : : 、•. ..r・ ‘, .; • ⇒• • ・.,; ‘ ':;,:, • 

t聞過るての恐逃中室新 f̂、 、
てくぎが他 穀るれ其内急：

惰爬中加の粒 ＞天値爬 浬賃

も堪しく雀をこ応勁入町・

絡へて見こ琢こ向物る町］．

ぬt止ゆ l闘むなもしのン 瓢
中其賢れふこ、くて心：囁

空食暗さここtl士をごl;
腹をくも ‘こあて避もへ....,

ヽ ヽ 透恥

な求朦畢あ見属＜。知あIり
: ; ・:, } 

るむは意り。又厩然るり ぇ'i

もる常二其時にれこ薔 ：：

のは応：：： ，慨Iこ飛さとに i
＞畢甚のふしぴも、早Jl血
直生だ喝ゃて入馬＜、開 ＇

じ唯喧毛 甚はりを猫のロ
其ー廃をだ食滋ばをみ ・ゎ

穀のに失闊を渭少見応．Ii
物務［ふ戦争のしれ限に‘・サ・9

塁を爬て応すう 内もばら 1贋
-9--四—―--西-------

..̂ 
,.,9··忍唸氾••.で9,.9•ぶ·；珍··~··磁霧

没•吟．＼芍参
な各‘ぶ吟＇，＞

餐滋株r咳＇ ‘‘.,• 
裟努妥‘

z;‘,Zヽ，心':'



/‘ 

・・
 

．．
 ＇ 暫葛．．辺

`'―、 ’̂ ‘、 , . ・ ・ ・へ ，、 一 ＇し＇， v＇,̀ ・ ‘・ ̂  9 ̀  • - ., •' 

` .',  9 ,  ・,'’, ' ’9.,，9 、,',.9 9 Y `‘ ’ . t• -̂ ,., 9. —9, 

記

挿

入

す

る

を

の

外

面

に

あ

る

ん
が
腐
め
な
り
。

て

吼

毛

を

湿

器

ゞ

る

こ

5
}
‘
恰

を

塗

り

て

水

応

入

る

A

隻

手

は

更

、
入
＼
理
な
り
。
故
に
、
家

鴨

は

陸

に

上

A

き

す

る

時

は

、

之

を

温

し

た

る

水

滴

ち

飛

散

し

て

、

吼

毛

は

直

薪
定
理
利
~
醐
嗜

4
穿
シ

’I
-
1
1

応
混
は
さ
る
ゞ
こ
凹

て

一

度

吼

だ

も脂：脂見、如て

罰

を

取

り

が

肪

あ

れ

ば

、

水

は

決

し

吾
人
が
、
手

昆l

: ... L筐 り

ち

応

乾

く

べ
9
 

七

`
・
、
9
1
,
99
,
;,‘
＇：
▲
＼
！；，＇

，．

、

r

)

。

9
.‘
l

,
‘

r

‘

.

`

i
 

>. 

く
、
巧
み
に
水
中

諸
子
は
隠
，
家
鴫

る
こ
ぐ
j
あ
る
べ

て
、
已

が
、
嘴
を
憾
の
後
部

し

。

是

れ

諮

し

臀

部

吼

翼

に

塗

抹

ぜ

水
を
切
り
五
露

＂ヽ
a↓
,3

1

に

引

く

時

は

之

を

攘

げ

て

、

恰

も

渭

を
踪
源
す
。

の
•· • 
．~口

、・/

‘ ヽー・、＼ 
’̂、 • と心 • ． い・． ，・ ．. • ; 9 : • • ^ •• • • • 、・•‘‘. ` ̀ .‘. ̀.‘::...'‘ 蜘 ，． ； ：．．． ＾そ

せ て こ中快ごく
は

企

家

鴨

結

合

・ク

？・
；
．ヽ

園
虚
」

赤

蹟
A

、
大
な
る
胴
を
負
ふ
。
故

儒

を

左

右

爬

動

揺

れ

ば

加

何

に

辿

応

な

る

に

は

及

ふ

べ

こ

｀

イ

じ
ノ

芯
‘
マア

）じス〇―

―

一

の

皮

脹

爬

せ

ら

る

、

之

を

誤

こ

云

ふ

。

後

に

姻

1

趾

の

孤

立

の
あ
り
。
其
脚
を
前
に
出
．
た
す
時
は
、
牒
を
縮
め

9

3

号る
・ヨ
＇m且
―

:
1

'!
;
;玉
g

lJ§
8
眉
孜

．r．

のくる

脚同時

に髄ぱ
附嬰滸

き物泳

た尻虹く

るはる
前非 日 あん

·.,沿•

→ ..... - -; 

賓
し

・

I

I

1

,

|

|

|

'

A

し

て

非

常

爬

短

く

、

骰

応

む

貨
ゞ

｝ら在さの

o
・
心̀

す

真

歩

孔灼

朕・歩

・
ダ

9

.

g
,’
 ．．．
 瑚
科
色

に

趾かし 碕 こ笑こ
はここれ 欧 ふ迎半 l..,,

一 疑陸 こ到応く部l

は上 隻 底 堪しょI
乙の 一 難 へ文り「
歩；旦 の だ 少 出 I~
行 水 軽 見tこ‘=1

,一;、9l●IiII‘‘[illl"乱：細、1~1：叫薗庫 9 ~ ' ’ - ~ • • — ‘ 

す反この

ヽ

,i ~ •ヤ ｀ ヽ, .. .



,,,,.,..,ヽ●●'、•一
--・・、 ..,. 
l. 9]. 9.9↑]'-馴9且-」 "99.9999 r..i 
.. -..';: 

下---—、、可．缶ご玉ぞ 9 ー一一ゞ 、`し1ーベ了．I-勺言言一―

： □-一：―9
、科II1 9, ‘̀ ¥: ¥¥ i [、1 ‘ ・ヽ‘f; ¥ i •; l 'ーロ～ ．` ＾ 

`’““`夏三—7
t,°" Ii 

容l
戸，

; iー・99-.-、ニク 99●、 9.'、、 し・ 9‘’^·ーニー：~ニー
―ヽ， ＇9 ,鴨家

、1り徽に棚 l ld~ 
1文細流のて恰

｀，胴の出み n も
！覺突せ を内螂

＇：入を起し留のの

ー1司をも、め水如の
＇［り、有る文をき角
1 食 ぜ左泣漉作質

芦1ふる見盟［く用(j),>、
tiべ舌其を同を詈嘉開

~lきあ他外形鯰 ｝「閉―□---r 9 9 ー一戸守庄叫曲圧←吋9,・、`‘~『ク 9マ・ー、'"'" ·•·~

合
す
。
か

薄
片：’

ぁ
,! 

＞り

る てヽ
嘴上,---l 
を下、＇
泥よ

中り鳳 ぃ

清相i

く道”
鰤19人真Il四I”--'『

は

藻

中

応

挿

入

t

つ

す
る
時
は
、
彼

口
'
.
,
'
・
:
[
[
i
加
＇
’[
疇
ー

、:

[

,

Iー
、
七
'

1
ー

|
'
ー
-‘

ー．ー1
19
1-

又

鴨

は

長

邑

頸

を

水

中

応

設

し

、

臀

箭

の

み

を

水

、

上

応

は

す

こ

ぐ

）

あ

り

。

或

は

稀

に

全

身

を

水

中

爬

隠

□

□

ロ

,;, 

ん

~
, 

.

.
 9
 

・
~

・

'
 

＂

．

 

.
.

.

,
 .
.
 9
・

、

9

.

.

.

.‘‘
,

、'.
,

.

.

"

9
 
.
.

.

.

..
 '
,
.
ク
・
・
・
9

.
-•

イ
．

.‘'

,
 ...
 .
 



-"’叩—―

E
手，
1-W

i
g
g
ぷ
i
苔
―
-
―
―
-
ga
m
m
・
4
`
u
;
置

目
I

ヶン也

'.、
lク

第

五

箇

馬

｀

尼
8

"
 

‘
必
要
な
る
家
畜
の
一
に
し
て
、
獣
類
中
、
馬
の
如

歿

｀
・

の

美

な

る

ど

、

力

の

強

き

こ

を

兼

有

せ

る

も

の

ー．．
 

｛
 
ふ一

、

稀

な

り

。

北

隠

の

肥

大

な

る

に

も

係

は

ら

主

其

]"
ー
る
‘
孝

．．
 

ー
る
立
娠
応
し
て
‘
般
幹
殊
に
強
大
爬
、
胸
部
幅
廣

ふ）
•

べ
‘？・・

ー

し

て

直

も

応

其

重

荷

を

負

ふ

に

堪

ふ

る

を

知

．》

。
腹
部
は
、
闘
く
し
て
大
妃
過
ぎ
中
。
肩
の
弓
形
を

]

は
、
騎
乗
反
促
せ
t
む
る
も
の
応
て
、
程
よ
く

彎
｛
．
、そ
・

竺
の
り
て
、
伶
悧
の
眼
を
有

冶
：
。

―^
t

9,1,Jーーー
1
1
ー
ー
，
．，．i．9|'’9-9111・
・、・
・11..
 
‘:
!,1.,｛・1.

t．ー
1

．9・91し・‘
‘99
ャ`九
，tし1
..
 
1
^
:'り
長

．，＇匂書'
1,.？卜
r-mt;'‘、
．．
 
い
い，＇

n
·―
·
[
-
_
—

-
E
eし
―l
'
笞
ょ
翠

l

・

ー

モ

ー

，＼ 

• I 

,4
 

．
 

松，’ ... 

"'"·~,・ぶ'·, ·そ冗•99’心99.',—→
9 ̂ “ 

．．．，．．．，．マ9,9一 ー・
9. 9 . —. 9,.,  呟クマーマ ．ヽ,...,・マ示-... 

雛

け

、

出

生

の

日

よ

り

直

ち

尻

歩

行

す

る

を

得

。
面
し

て

食

餌

を

取

る

こ

こ

隻

已

爬

成

長

l'
た

る

も

の

こ

詞

卜
ぎ
が
放
応
‘
其
成
麺
甚
だ
蓮
な
り
。
殊
に
親
烏
は
、
其

雛
共

を

笈
A

し

‘

常

爬

食

物

を

拭

び

奥

へ

て

こ

れ

を

養

育

す

る

を

も

て

、

雛

は

生

れ

て

後

幾

許

も

な

く

‘

能

＜

濶

島

に

従

ひ

て

水

中

罠

滸

源

す

。

尉

島

の

多

く

の

雛

を

伴

び

て

餘

念

な

く

波

孵

な

る

水

面

を

罷

ぎ

回

は

る

朕

態

は

、

頗

る

愛

ら

L
き
も
の
な
り
。

I
]
.
]~、
‘
'
『

]]
・必，

）＂ざ

q
‘
，
ー
｀
嘉

贔

□阿
淀
理
科
畑
」

t

.

 一
閾
，

•も
の
こ
、
食
ふ
（
孔
ら
さ
る
も

g
 .
.
 

j
 

nカ・
）

•r笏｀•:ペベ；，ン 、 ' •ヽ9,.9,'一ープ守‘茫‘
'"'. 

マ’・マ



ゃ

覧
貫

噂如呵直—l.l91919.1...99囀 9● 9叫＇·叩9呪ー·ー邑叫四叫中心む心悲•玉面心叫l叫ヂコ

新••9

心！

心：

狸！• ·

科

賓＇`
i l 

------=: 

I 

~I I - .. .... ---- . . . . - - - ---- - ------~ー・

馬ヤピラア 罵＊日

眼

光

ビ、
廣
：：：r 
⇔ 

蘇

孔

tこ

其

短

邑

可

酌

性

酔
l
l
4
i1ー F,
ほ̀
-
l
l
I
•
I

□

l

・

・↓．
‘t
,e-

tv..
 
、̀
長
．
土
止

、
9

・
'

、
9

ー

＇ 

ゃ
f
む
」
7
,.
l
1
.
t
1
 

の

耳

を

意

を

惹

き

起

し

壽
3

ち
に

徽

背

こ

雖

見

能

＜

其

注

了

ー

）

澄

：

裕

社
｝．
＂

）

1

>

冴
↓
さ
が
．
ヽ

て、

P
汀
、
な

る

、

"
1
1
^
1

な

る

を

示

／
、
含
品
認
已

:、
し

耳

卸

ぷ

ジ

は
、
殊

視
覺
、
ゞ
｝
嗅
覺
こ

の

鍍

敏 A
．ヽ

わ
~

卓

絶

せ

り
。
其
活
汲
な
る

肺

も

賓

に

他

の
動
麟
四
爬

三了＝＝下てて

I :見:l]; :̀:、:: : : 
l! げ：、 ~!!;;~I、一 災髄 応或密る後便しり1
の 振は生に脚だき脚

I 9 : }11 : : : ] ;.: : 19 
美 態る毛しく前以＜
な はあはも、［脚て細，

Iる 扇り。褐るては掩： i 
の る其色も少比はし 1丸

み 勇蹄なのし較訊で

な まをるなく的其身儡1

ら ［以あり。屈に力'幹l
キ きてり 曲短彊の｝I其 も地黒、 せく：構l-
精 のをき り。しし；｀

紐叩＇叩～＇l・デ琴｝ーデコ如后『Tm•四元か珂吋知疇 ··•·
、1
ー
／
＼
・
1



・ヽ99r•• • : ¥ ：→ y9,...‘', • J.. 9・ ,.. 999 99ダ・ ` •’· • ヽヽ．．，••,9, .‘ • :'. 9•• パ ”・',

叶仕非る艦
定［黒常こ幹牛

祠色．応屑はも
科l •.、、

或大の大亦
賓I・ 
はな廣に必
,"爾り。< t要

蓼色全張てな

とに身り頻る
＂ 

ゴ［短だる家

て、毛る強畜

又をこくし｝こ

間以に其し

+1日て因腹て ・i
1一色誨り部其
3 -

1或はての功ヽ

どは・れ胴闘馬
l 
庸其のくに

艮I'色色周膨下
庄 に多園脹ら
畠くはせで

•IlJII.199，雙鰻貞II l̀."""呼9…(1-町＿呵轡IIl.!91999綱！1·ー'’'剛—-—•

一

ロ

ロ

ロ

汀

｀

：

口

[

]

y
 

[

節

牛

“

第

六

．＼
へ、

／
 

,.,. ．， 

~·
. 

~
~
~
 
4
‘
一
，

l怠ば豆蝕li屯 て朝以 91新ぃ

l¥ら常等養を只之館文馬芦＇ ．9
I 

lさしこの訣十上を開［主砂‘:l理
3:' 

る消飼爬分述防の人其 11す

ベ潔料注応ふく、逼の死
属

l <、爬を謡嶺るこる命図
魔［醤せ逹所こ vこに至I―
三従宜させは、人及脱る

につ爬る［趾i目もt：従庄
ヽ

能て給べめよにて［て

＜其すかんり劣は、 っ罷• う
其厩べら事馬ら又＞＜ 1

力をく中をの 4：弧努其I、。
Iをも第第望特 力勁背I+
測常ニーも、性 こせプ』ì
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l ： ；ーク濾澤万こーシ―,9`'  ，，，汐:9:'芦 4―`ì:・ク：豆`言：＜，一竺芯恥；，ー：：三喜g.:y、・メヘ．，鶯‘;<
、パ麟疇戸鼻“̀ ．^ 羞贔誡疇均心＞``：` i`，夕`ゑ`t¥び

り観鸞名
，｝もクー；―'.:＼望，；．望｛``：蓼筐`ヽ ・
ぶ．‘•, -:,•94，ツ｀；，ぅ：ふ澱~;ぐら‘<、

, t:、9、::9]ク`己賛三5謬'::乞



， ． 
， 

炉ー ••: 9 ．． 一 、,... ・-'., '.、入し v分 、，．．・,芯』 9 • 9‘̂  : ~ -、,;,・, . , •， 、~~ 一;、~o．•：wク＇.P 9’9 ＜ヽ，,,,か，／； ，，的 、口か、', ‘ ’アー 一浄）

瞑よ 飛づ～づ窯其の，． ン， 見振る、応を 此てなん1薪
扉り猫ぴる其に欧郷猶 るべ＞ 其登吾後再り、力い定

は云の付紀半鼠爬きは を K傍す人蒻ぴ然齊理．
暴ふ犬く及身の身鼠、性、 見又妃る戯き萱れ?hi科

背欧になも＼を出をの甚 れ． 徐忍時れ光のさのI書

を到到り。必現て隠常た ばかぴはににとも、在

I 

油底す 肪は末 Lに伶 こ爛に来猫遠封こ強因

：げヽ 敵る のする少由悧 訂其るはくすくきり

一貪I 毛ナゃ 様欧をt入な ＇ の髯を其離る狭光て，一
をる其 を猶待もすり 鐵に見酋れ時、小爬猫

逆能大 見忍つ其る真 敏躙んのて眼こ逢は1
立はさ 定び爾骰小鼠 なる以方鼠はなへ夜

てさよ めてtを孔を る＞て角の覗召ば間

叶x るり て勁て動を捕 こ攻臨に物力若瞳能比

~— 之も云 後か 鼠 か求へ こ直官耳ををし孔く一

t'このふ 始主川すめん もちのを噛失然は蒻

・ I 相なも、 め其てこてと 知しC銃傾むへせ 忽 を ！
［拮り。又 て全末こ徐、す ら其き 玖如 ば さ ち

バぇ抗 然其 之くり、なかる れ頭を 後き な れ笈 得1芯
iする 力 に出先くに時 たを知 蔚酋りば ｛＂ るわ
凶叫£ ● "'J I子 、 ウ，；＇［＇^ •99 9 ―貨‘ ‘ ，心 • -、．＇、 か ＇『 I! り 畜 , , J._・ °' .. '』I ぐ く9 ぺ＇ べ., ヽ r・ ・.一、ヽ ，•99 .. • 9̀ ‘’~ ’.̂  ǹ. ‘,l '. - '99 9が ゞが び ｀へ 99砂A， 箪一·．謬も 1 1,• ‘9一、―”,J,” "-‘亥 9 9 i 99  ヽヽ 9f9卯 • 9ー 立9クーー・・・一’~・ 一‘.__,~. ;ー．ぶ----』 9—•
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